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講義ノー ト

40回目を迎えた｢物性若手夏の学校｣は1995年8月20日より23日までの4

日間にわたり､神戸市の北区で開催されました｡

日程としては初日から3日目までの午前に講義､初日･2日目の午後はサブゼミで3

日目の午後には講義講師の方の講演､最終日の4日目にシンポジウムと昨年までのもの

と大幅に変わりました｡講義講師6名の先生方にはそれぞれ9時間の講義と1時間の講

演､サブゼミ講師11名 (開講は10講座)の先生方には各6時間の講義をお願いした

ことになります｡先生方の熱の入った講義の魅力は､期間中睡眠不足になりがちだった

参加者の多くの枕への誘惑さえものともさせず､各講座とも高い出席率を誇りました｡

質疑の数も多かったと聞いております｡

シンポジウムでは ｢物理とぶつり｣というタイ トルの元､工業技術院電子技術総合研

究所の松本元先生と九州大学理学部の小田垣孝先生のお二人に講演していただきまし

た｡各1時間半の持ち時間の中､ここまでの研究から見通す現代､或いは物理や科学の

在り方についてや問題意識の持ち方など､若手研究者にとって身近で関心の高い内容に

ついてそれぞれのご研究を絡めてお話しいただき､参加者に深い印象を残したことと思

います｡

このように夏の学校は今年も200名を超える参加者に､様々な知識と議論に触れ､

講師の方々をも交えた人と人との交流をはかる場を提供することが出来ました｡

ここに､第40回物性若手夏の学校のテキストから講義ノー トを掲載いたします｡

お忙しい中快く講師をお引き受けくださいました諸先生方､サブゼミの世話人の皆さ

ん､その他関係者の方々には､ここに改めて御礼申し上げます｡

なお､神戸市は本年1月の阪神 ･淡路大震災において最大の被災地となりました｡開

催地周辺にはその影響はほとんど見られなかったものの､往路復路に見た今だ瓦棟を片

付け終わらぬ光景は忘れられないものでした.温かく受け入れてくださいま~した地元の

皆様には深く感謝いたしますとともに､震災よりの一日も早いご復興をお祈り申し上げ

ます｡

第40回 物性若手夏の学校校長

矢田 洋一 (九州大学理学部)
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(編集部注)

*) この原稿は､都合により､割愛させていただきました｡

**) この原稿は､都合により､一部､割愛させていただきました｡

榊 ) この原稿は､｢物性研究｣のために､書きあらてめていただいたものです｡
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